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作るの簡単 使うと便利作るの簡単 使うと便利

スマホで申請　5分で完了！
国が普及を推進しているマイナンバーカード。
スマホがあれば申請書を書いて、郵送して ... といった面倒な手続きは不要です。
カードの ICチップには税や年金など、
プライバシーの高い情報は入っておらず、セキュリティ面も安全。
最大 2万円分のポイントが貰えるマイナポイント事業は
12月末までに申請した人が対象です。
マイナンバーカードをまだ作っていない人はすぐ申請を！

マイナンバーカードマイナンバーカード



持っとこ マイナンバーカード持っとこ マイナンバーカード
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スキマスキマ
時間でも時間でも
申請できる申請できる

12 月 31 日までに申請すると

最大22万円分
ポイントがもらえる

マイナンバーカードの
新規取得

5,000円分

健康保険証としての
利用申し込み

7,500円分

公金受取口座の登録

7,500円分

マイナポイントの手続きは
マイナポータルへ

メールアドレスを登録メールアドレスを登録

　平日に加え、休日にもマイナンバーカードの申請
を受け付けます。
市役所
日時　11月5日（土）・13日（日）・19日（土）・27日（日）
　　　午前 8時 30分～正午
羽島 Wing151
日時　11月13日（日）・27日（日）
　　　�午前 10 時～午後 2時（混雑状況により早め

に受け付けを終了する場合があります。）
持ち物　�本人確認書類（運転免許証等）、通知カード、

住民基本台帳カード（持っている人のみ）

　羽島市独自の施策として、マイナンバーカードを
用いて住民票などをコンビニで取得すると交付手数
料が 100円引きになります。
期間　令和5年2月1日～令和6年3月31日

問い合わせ先
カードの申請については市民課（内線2293）、
マイナポイントについては商工観光課（内線2613）

スマホで顔写真を撮影
申請書記載の
二次元コードを読み取る

自宅で簡単�スマホで申請手続き

スマホと申請書を準備スマホと申請書を準備

メールが届いたらメールが届いたら
写真と申請情報を登録写真と申請情報を登録

休日にも申請受付を実施 マイナンバーカードは

何に使える？
●来庁不要 スマホで行政手続き
　確定申告や子育て関連の手続きをオンラインで行
うことができます。

●住民票や印鑑証明 コンビニで発行
　全国のコンビニにあるマルチコピー機で「行政
サービス」を選択して操作するだけ。土日でも夜で
もその場ですぐに取得できます。

●保険証廃止 マイナンバーカードに集約
　保険証がマイナンバーカードに一体化され、令和
6年秋には現行の保険証廃止を目指すことが国から
発表されました。

●給付金の受け取り スマートに
　公金受取口座を登録すると、給付金等の受け取り
がスムーズになります。

●民間のサービスにも 活用期待
　オンラインでの住宅ローン契約や証券口座開設に
も活用でき、書類郵送の手間がありません。今後も
サービスの拡大が期待されます。

コンビニ交付手数料 100 円引き
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郵送で案内が届いたら郵送で案内が届いたら
市役所で受け取る市役所で受け取る

カードを持っていない人に対して、改めて申請書が郵送されています。
申請書が手元にない人で、お急ぎの場合はお問い合わせください。



 　

　

経
常
収
支
比
率
（
一
般
会
計
）　

　
経
常
収
支
比
率
と
は
、
市
税
や

地
方
交
付
税
な
ど
の
経
常
的
な
収

入
に
対
し
、
人
件
費
や
扶
助
費
な

ど
の
経
常
的
な
支
出
が
占
め
る
割

合
の
こ
と
で
、
財
政
の
弾
力
性
を

示
す
指
標
で
す
。
こ
の
指
標
が
低

い
ほ
ど
財
政
の
弾
力
性
が
あ
り
、

自
治
体
独
自
の
施
策
に
充
て
る
財

源
が
多
く
な
る
と
言
え
ま
す
。

　

特 

別 

会 

計

　
特
別
会
計
の
う
ち
、
国
民
健
康

保
険
は
保
険
給
付
費
の
増
な
ど
に

よ
り
、
歳
出
が
前
年
度
に
比
べ

て
３
億
３
５
８
５
万
円
（
５
・

２
％
）
増
加
し
ま
し
た
。
ま
た
、

介
護
保
険
は
、
介
護
給
付
費
の
増

な
ど
か
ら
、
前
年
度
よ
り
歳
出

が
１
億
７
０
９
１
万
円
（
３
・

３
％)

増
加
し
ま
し
た
。

 　

企 

業 

会 

計

　
独
立
採
算
が
原
則
の
企
業
会
計

に
は
病
院
事
業
、
水
道
事
業
、
下

水
道
事
業
が
あ
り
ま
す
。

　
病
院
事
業
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
対
応
な
ど
に
よ

り
地
域
医
療
へ
の
貢
献
を
続
け
な

が
ら
も
、
４
５
１
万
円
の
経
常
利

益
を
計
上
し
ま
し
た
。
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歳  

入

　
歳
入
全
体
の
決
算
額
は
２
９
０

億
９
９
５
９
万
円
で
、
前
年
度
と

比
べ
て
23
億
３
７
８
９
万
円
、
約

７
・
４
％
減
少
し
ま
し
た
。

　
歳
入
に
は
、
地
方
公
共
団
体
が

自
主
的
に
収
入
す
る
こ
と
が
で
き

る
市
税
や
手
数
料
な
ど
の
自
主
財

源
と
、
国
や
県
か
ら
交
付
さ
れ
る

依
存
財
源
が
あ
り
ま
す
。
自
主
財

源
が
多
い
ほ
ど
、
行
政
活
動
の
自

主
性
と
安
定
性
を
確
保
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　
３
年
度
の
歳
入
決
算
額
に
占
め

る
自
主
財
源
の
割
合
は
、
前
年
度

よ
り
３
・
７
ポ
イ
ン
ト
高
い
40
・

４
％
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

依
存
財
源
で
あ
る
国
庫
支
出
金
の

減
少
に
よ
る
も
の
で
す
。

　
　

   

歳  

出

　
歳
出
の
決
算
額
は
２
７
７
億
５

８
３
５
万
円
で
、
前
年
度
と
比
べ

て
30
億
１
５
７
２
万
円
、９・８
％

の
減
少
と
な
り
ま
し
た
。

　
内
訳
は
、
保
健
医
療
や
福
祉
等

の
民
生
費
が
36
・
８
％
と
最
も
比

率
が
高
く
、
約
１
０
２
億
円
を
支

出
し
て
い
ま
す
。
次
い
で
総
務
費

が
22・４
％
、
衛
生
費
が
13・４
％

を
占
め
て
い
ま
す
。

　
民
生
費
は
特
別
定
額
給
付
金
給

付
事
業
の
終
了
に
よ
り
、
前
年
度

と
比
べ
て
52
億
１
２
１
１
万
円
減

少
し
て
い
ま
す
。

　
借
金
の
返
済
額
で
あ
る
公
債
費

は
、
前
年
度
と
比
べ
て
１
億
３
６

５
６
万
円
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

市
民
１
人
当
た
り
の
負
担

　
市
民
１
人
当
た
り
の
市
税
の
負

担
は
13
万
３
３
６
６
円
で
し
た
。

前
年
度
と
比
べ
て
３
７
２
９
円
の

負
担
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

市
債
残
高
の
状
況

　
３
年
度
一
般
会
計
決
算
で
の
市

債
残
高
（
借
金
の
残
高
）
は
、
約

２
１
５
億
円
で
、
前
年
度
と
比
べ

て
約
18
億
円
増
加
し
ま
し
た
。
主

な
要
因
は
、
新
庁
舎
の
建
設
に
よ

る
も
の
で
す
。

３
年
度
決
算

  
新
型
コ
ロ
ナ
対
応
で　

　
　
　
　
　
歳
出
高
止
ま
り
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令和 3 年度の一般会計・
特別会計・企業会計の決
算が市議会で認定されま
した。決算状況のあらま
しをお知らせします。
　問い合わせ先　
　財務課（内線 2180）

会計別 歳入（収入済額） 歳出（支出済額）

一般会計 290 億 9,959 万円 277 億 5,835 万円

特
別
会
計

国民健康保険 75 億 6,234 万円 67 億 3,355 万円
介護保険 55 億 5,797 万円 53 億 7,923 万円
羽島市・羽島郡二町介護認定審査会事業 2,353 万円 2,353 万円
インター北土地区画整理事業 6,378 万円 3,250 万円
駅北本郷土地区画整理事業 6,098 万円 3,649 万円
後期高齢者医療 8 億 6,580 万円 8 億 4,803 万円

企
業
会
計

病院事業
収益的収支 58 億 273 万円 58 億 2,246 万円
資本的収支 6 億 6,692 万円 8 億 9,027 万円

水道事業
収益的収支 8 億 7,527 万円 5 億 6,944 万円
資本的収支 2 億 1,112 万円 5 億 9,330 万円

下水道事業
収益的収支 15 億 1,697 万円 14 億 3,275 万円
資本的収支 8 億 4,830 万円 15 億 1,353 万円

 会計別歳入歳出決算
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■  歳入  ■  歳出

13万3,366円13万3,934円
13万3,953円

13万9,931円
13万7,095円

290億
9,959万円243億

733万円213億
9,756万円

225億
7,262万円

277億277億
5,835万円5,835万円

208億208億
1,949万円1,949万円

220億220億
4,872万円4,872万円
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6,706万円6,706万円
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市債残高 ( 一般会計 ) 市民 1 人当たりの市税負担額
314億314億
3,748万円3,748万円

一般会計( 億円 )

215億円

165億円 161億円161億円 162億円
172億円 171億円 170億円

183億円

197億円

経常収支比率（一般会計）( % )

87.5

96.2 97.2
95.9

95.7

( 年度 ) ( 年度 ) ( 年度 ) ( 年度 )

※四捨五入により、積み上げと合計が一致しない場合があります。

国庫支出金
63億146万円

21.7％ 土木費
20億2,961万円

7.3％

歳　入
290億9,959万円

歳　出
277億5,835万円

3年度　羽島市一般会計決算

民生費
102億194万円

36.8％

市税
89億2,486万円

      30.7％

自主財源
40.4％

依存財源
59.6％

繰越金
6億6,340万円 2.3％

繰入金
9億1,223万円
3.1％

分担金及び負担金
4億2,981万円 1.5％

その他
8億2,082万円
2.8％

地方交付税
33億6,834万円

11.6％

地方消費税交付金
15億3,039万円
5.3％

総務費
62億743万円

22.4％

教育費
23億5,922万円

8.5％

公債費
17億8,252万円

6.4％

消防費
7億6,122万円　2.7％

農林水産業費
3億1,878万円

1.1％
その他

3億7,702万円
1.4％

市債
35億5,050万円

12.2％

県支出金
18億5,341万円

6.4％

国庫支出金
63億146万円

21.7％

歳出歳 入

土木費
20億2,961万円

7.3％

その他
7億4,436万円
2.6％

衛生費
37億2,062万円

13.4％



　
市
町
村
な
ど
の
財
政
破
綻
を
未

然
に
防
ぐ
た
め
、
財
政
の
健
全
性

に
関
す
る
比
率
の
審
査
と
公
表
が

義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
四
つ

の
指
標
で
健
全
度
を
示
し
、
一
つ

で
も
基
準
を
超
え
る
と
、
健
全
化

計
画
の
策
定
や
外
部
監
査
を
義
務

付
け
る
「
財
政
の
早
期
健
全
化
団

体
」
に
移
行
し
、
さ
ら
に
悪
化
す

る
と
破
綻
状
態
の
「
財
政
の
再
生

団
体
」
と
な
り
、
事
実
上
国
の
管

理
下
と
な
り
ま
す
。

3
年
度
算
定
結
果

　
今
回
の
健
全
化
判
断
比
率
お
よ

び
資
金
不
足
比
率
は
、
下
表
の
と

お
り
基
準
を
全
て
下
回
っ
て
お
り
、

当
市
の
財
政
状
況
は
健
全
段
階
で

あ
る
と
い
う
結
果
に
な
り
ま
し
た
。

　
実
質
公
債
費
比
率
は
、
４
・
9

％
で
、
前
年
度
と
比
べ
０
・
4
ポ

イ
ン
ト
増
加
。将
来
負
担
比
率
は
、

26
・
2
％
で
、
前
年
度
と
比
べ

10・7
ポ
イ
ン
ト
減
少
し
ま
し
た
。

　
今
後
も
、
経
費
の
削
減
、
計
画

的
な
借
り
入
れ
に
努
め
、
財
政
の

健
全
化
に
取
り
組
み
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　
財
務
課
（
内
線

２
１
８
０
）

■
健
全
化
判
断
比
率
と
は

　
①
実
質
赤
字
比
率
②
連
結
実
質

赤
字
比
率
③
実
質
公
債
費
比
率
④

将
来
負
担
比
率
の
四
つ
の
財
政
指

標
の
総
称
で
、
標
準
的
な
財
政
規

模
に
対
す
る
割
合
を
示
し
ま
す
。

①
実
質
赤
字
比
率
＝
一
般
会
計
等

の
実
質
的
な
収
支
の
赤
字
額
の
割

合②
連
結
実
質
赤
字
比
率
＝
一
般
会

計
・
特
別
会
計
・
企
業
会
計
の
実

質
的
な
収
支
の
赤
字
額
の
割
合

③
実
質
公
債
費
比
率
＝
一
般
会
計

が
負
担
す
る
公
債
費
（
借
金
の
返

済
額
）
や
、
企
業
会
計
等
の
公
債

費
に
充
て
る
た
め
の
繰
出
金
等
の

割
合

④
将
来
負
担
比
率
＝
地
方
債
残
高

（
借
金
の
残
高
）
な
ど
将
来
負
担

す
べ
き
実
質
的
な
負
債
額
の
割
合

■
資
金
不
足
比
率
と
は

　
公
営
企
業
ご
と
に
資
金
の
不
足

状
況
を
算
定
す
る
も
の
で
、
こ
の

比
率
が
高
く
な
る
ほ
ど
経
営
状
況

に
問
題
が
あ
り
ま
す
。

資
金
不
足
比
率
＝
資
金
不
足
額
の

事
業
の
規
模
に
対
す
る
割
合

　　
市
で
は
、
政
策
や
方
針
を
決
定

す
る
過
程
へ
の
女
性
の
参
画
を
促

進
し
、
多
様
な
意
見
を
市
政
に
反

映
さ
せ
る
た
め
、
女
性
人
材
バ
ン

ク
を
設
け
て
い
ま
す
。

　
こ
の
人
材
バ
ン
ク
は
、
市
の
審

議
会
等
の
委
員
の
人
選
や
、
講
演

会・研
修
会
の
講
師
の
人
選
な
ど
、

女
性
の
協
力
が
必
要
な
事
業
に
活

用
さ
れ
る
も
の
で
す
。

　
登
録
者
は
随
時
募
集
し
て
い
ま

す
。あ
な
た
の「
経
験
」「
知
識
」「
や

る
気
」
を
、
市
政
や
地
域
社
会
の

発
展
に
生
か
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

対
象
者　
市
内
在
住
・
在
勤
・
在

学
、
も
し
く
は
市
内
の
団
体
等
に

所
属
し
て
い
る
20
歳
以
上
の
女
性

で
、
市
政
へ
の
関
心
や
意
欲
が
あ

る
人

分
野　
①
健
康
・
医
療
②
社
会
福

祉
・
介
護
③
子
ど
も
・
家
庭
④
文

化
・
芸
術
・
ス
ポ
ー
ツ
⑤
教
育
⑥

男
女
共
同
参
画
⑦
国
際
交
流
⑧
暮

ら
し
・
環
境
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
⑨
ま

ち
づ
く
り
・
地
域
活
動
⑩
都
市
計

画
・
防
災
⑪
農
業
・
工
業
⑫
観
光
・

経
済
⑬
そ
の
他

問
い
合
わ
せ
先　
市
民
協
働
課
（
内

線
２
３
１
２
）

　　
岐
阜
県
が
今
年
度
の
基
準
地
価
（
毎
年

７
月
１
日
を
基
準
日
と
し
た
基
準
地
の
価

格
）
を
発
表
し
ま
し
た
。
土
地
の
価
格
は

下
げ
止
ま
り
の
傾
向
に
あ
る
も
の
の
、
継

続
調
査
さ
れ
た
３
４
３
地
点
の
平
均
が
前

年
を
１
・
１
％
下
回
り
、
30
年
連
続
で
下

落
し
て
い
ま
す
。

　

　
県
内
の
住
宅
地
の
平
均
価
格
は
１
㎡
当

た
り
３
万
２
０
０
０
円
で
前
年
か
ら
１
・

２
％
の
下
落
、
商
業
地
は
８
万
６
０
０
０

円
で
０
・
９
％
の
下
落
と
な
り
ま
し
た
。

そ
の
一
方
、
工
業
地
は
２
万
１
０
０
円
で

０
・
１
％
の
上
昇
と
な
り
ま
し
た
。

　
県
内
の
住
宅
地
、
商
業
地
の
う
ち
、
住

宅
地
で
福
寿
町
１
地
点
、
商
業
地
で
福
寿

町
、
江
吉
良
町
そ
れ
ぞ
れ
１
地
点
が
基
準

地
価
上
昇
率
の
上
位
地
点
に
位
置
付
け
ら

れ
ま
し
た
。

　
基
準
地
価
は
、
交
通
利
便
性
の
向
上
や

景
況
感
の
改
善
、
人
口
の
増
加
等
に
よ
り

上
昇
す
る
傾
向
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ

ま
で
の
市
の
ま
ち
づ
く
り
の
成
果
が
数
字

に
も
表
れ
て
い
ま
す
。

　
市
で
は
、
第
六
次
総
合
計
画
に
基
づ
き

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。
こ
の
計

画
は
、
人
口
減
少
や
少
子
化
・
高
齢
化
等

の
全
国
自
治
体
共
通
の
課
題
に
加
え
、
市

の
独
自
課
題
へ
の
対
応
を
図
る
た
め
の
施

策
・
事
業
を
位
置
付
け
た
も
の
で
す
。

　
令
和
３
年
度
の
取
り
組
み
内
容
を
取
り

ま
と
め
た
資
料
は
、
次
の
二
次
元
コ
ー
ド

か
ら
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　
新
聞
に
「
あ
り
が
と
う
」
は
大
事
な
言

葉
と
い
う
中
学
生
の
投
書
が
載
っ
て
い

た
。
自
分
も
で
き
る
だ
け
感
謝
を
言
葉
で

伝
え
よ
う
と
意
識
し
て
い
る
。
「
ア
リ
ガ

ト
ウ
！
」
。
返
っ
て
く
る
の
は
大
体
、
笑

顔
だ
。
笑
顔
が
増
え
れ
ば
気
持
ち
が
よ

い
。

　
今
夏
の
全
国
高
校
野
球
の
優
勝
校
・
仙

台
育
英
の
須
江
航
監
督
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

に
多
く
の
感
謝
が
に
じ
ん
だ
。
コ
ロ
ナ
禍

で
数
々
の
制
限
に
縛
ら
れ
た
高
校
生
活
。

「
あ
き
ら
め
な
い
で
や
っ
て
く
れ
た
」
「
多

く
の
目
標
校
が
あ
っ
た
か
ら
暗
い
中
で
も

走
っ
て
い
け
た
」
「
最
後
に
僕
た
ち
が
こ

こ
に
立
っ
た
と
い
う
だ
け
。
全
国
の
高
校

生
に
拍
手
し
て
も
ら
え
た
ら
な
と
思
い
ま

す
」
。

　
「
青
春
っ
て
、
す
ご
く
密
な
の
で
」
の

言
葉
が
グ
イ
と
人
の
心
を
と
ら
え
た
。
須

江
氏
は
母
校
・
仙
台
育
英
の
野
球
部
2
年

時
、
志
願
し
て
裏
方
に
回
っ
た
経
験
が
あ

る
。
監
督
目
線
だ
け
で
な
く
、
上
を
目
指

し
た
い
と
い
う
―
生
徒
目
線
で
も
モ
ノ
を

見
ら
れ
る
方
な
の
だ
ろ
う
。
全
国
の
球
児

が
ど
れ
だ
け
勇
気
づ
け
ら
れ
た
か
。
言
葉

は
有
難
い
と
改
め
て
思
う
。

2022.11　広報はしま7

ま
ち
づ
く
り
の
成
果

生きる言葉  

広報アドバイザー
（元中日新聞記者）

　　　　　西尾　敏正　

水 紋
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財
政
の
健
全
化　

基
準
値
を
ク
リ
ア

早期健全化基準 財政再生基準 羽島市
実質赤字比率 12.83％ 20％ －
連結実質赤字比率 17.83％ 30％ －
実質公債費比率 25％ 35％ 4.9％
将来負担比率 350％ 26.2％

経営健全化基準 羽島市
資金不足比率 20％ －

健全化判断比率・資金不足比率の状況（令和 3 年度）

※�実質赤字比率・連結実質赤字比率・資金不足比率については、赤字
額が無いため「－」で表示しています。

用
語
説
明

羽島市(4.9)

羽島市(26.2)

早期健全化基準(25)

早期健全化基準(350)

財政再生基準(35)

（％）0

（％）0

10

100

20

200

30

300

40

400

岐
阜
羽
島
駅
周
辺
の
地
価
が
上
昇　
土
地
需
要
が
高
ま
る

【住宅地の上昇率　上位地点】　
順位 調査地点 価格 上昇率
1 岐阜市加納本町 3-7-1 172 3.0
2 多治見市音羽町 1-16-4 85.4 2.8
3 多治見市上野町 4-15-1 72 2.4
4 岐阜市今嶺 2-1-3 109 1.9
4 岐阜市加納堀田町 1-19-3 110 1.9
6 瑞穂市穂積東原 27-23 67 1.8
6 多治見市平井町 4-69-3 33.8 1.8
8 岐阜市柳町 1-5 117 1.7
8 岐阜市茜部菱野 4-153-2 66.6 1.7
10 羽島市福寿町平方坪之内 420-3 34.4 1.5

【商業地の上昇率　上位地点】　
順位 調査地点 価格 上昇率
1 岐阜市吉野町 5-17 635 2.8
2 多治見市音羽町 4-85 101 2.5
3 岐阜市真砂町 12-16 148 1.4
4 多治見市住吉町 6-42-1 101 1.3
5 羽島市福寿町浅平 2-18 52 1.0
6 各務原市那加住吉町 2-2-2 80.5 0.9
6 羽島市江吉良町村前 2244-1 47.4 0.9
8 大垣市林町 5-12-1 124 0.8
9 恵那市長島町正家 3-3-4 68.1 0.6
10 土岐市泉町久尻中央町 35-2 58 0.2

※住宅地、商業地とも７月 1日時点
　単位・1㎡、千円、上昇率（％）は前年同期比

　

県
内
平
均　

　

30
年
連
続
の
下
落

　

上
昇
率
の
上
位
地
点

　

市
内
３
地
点
が
ラ
ン
ク
イ
ン

　

市
の
ま
ち
づ
く
り

　

計
画
に
基
づ
き
推
進

総合計画
令和 3年度の
取り組み

問い合わせ先
総合政策課
（内線 2343）

女性人材バンク
登録者を募集

多様な意見を市政に反映
登録から依頼までの流れ

人材バンクへの登録
市ホームページ、市民協働課、各コ
ミュニティセンターにある「女性人
材バンク登録票」に必要事項を記入
し、市民協働課へ提出してください。

活動の依頼
委員等の就任をお願いする場合は、
市役所の担当課から活動内容につい
て連絡します。

登録情報の提供
女性の参画を必要としている市役所
の担当課へ登録情報を提供します。



 

　
火
災
予
防
の
意
識
を
高
め
て
も

ら
う
た
め
、
市
内
小
・
中
学
校
、

義
務
教
育
学
校
、
特
別
支
援
学
校

か
ら
募
集
し
た
火
災
予
防
ポ
ス

タ
ー
に
5
７
３
点
の
応
募
が
あ
り

ま
し
た
。

　
入
賞
作
品
は
10
月
29
日
か
ら
11

月
15
日
ま
で
ぐ
る
っ
と
羽
島
（
は

し
ま
観
光
交
流
セ
ン
タ
ー
）
で
展

示
さ
れ
ま
す
。
上
位
入
賞
者
は
次

の
皆
さ
ん
で
す
。　
　
（
敬
称
略
）

最
優
秀
賞

▽
市
長
賞
＝
森
瑛
未
（
羽
島
中

2
）
宇
野
会
咲
（
中
央
小
5
）
▽

市
議
会
議
長
賞
＝
浅
野
慶
太
（
竹

鼻
小
6
）
古
賀
陽
菜
（
中
島
中

3
）
▽
市
教
育
長
賞
＝
仁
木
優
花

（
竹
鼻
小
２
）
田
中
亜
季
（
羽
島

中
1
）
▽
市
消
防
長
賞
＝
藤
井
花

奈
（
竹
鼻
小
６
）
岩
前
志
軌
（
中

央
中
3
）

優
秀
賞

▽
消
防
署
長
賞
＝
淺
野
朔
太
朗

（
竹
鼻
小
2
）
西
川
七
香
（
正
木

小
4
）
▽
消
防
協
会
長
賞
＝
田
中

陽
色
（
竹
鼻
小
６
）
髙
木
結
衣
＝

（
竹
鼻
小
３
）
▽
危
険
物
安
全
協

会
長
賞
＝
大
橋
こ
こ
み
（
特
別
支

援
学
校
１
）
市
川
奨
悟
＝
（
竹
鼻

小
１
）
▽
消
防
友
の
会
長
賞
＝
小

川
蓮
叶
（
中
島
小
1
）
村
瀬
大
吾

朗
（
竹
鼻
小
２
）

　
11
月
か
ら
暖
房
器
具
を
使
用
す

る
機
会
が
多
く
な
り
、
火
災
が
発

生
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

　
市
内
で
発
生
す
る
火
災
の
原
因

の
多
く
は
「
た
ば
こ
・
た
き
火
・

こ
ん
ろ
」
で
す
。

火
災
予
防
の
ポ
イ
ン
ト

・ 
寝
た
ば
こ
を
し
な
い
・
灰
皿
に

は
水
を
入
れ
る
・
た
ば
こ
の
投

げ
捨
て
を
し
な
い

・ 

た
き
火
は
行
わ
な
い

・ 

こ
ん
ろ
使
用
中
に
そ
の
場
を
離

れ
る
と
き
は
、
必
ず
火
を
消
す

　
火
事
が
発
生
し
た
際
、
早
急
に

対
応
す
る
た
め
、
火
災
警
報
器
の

設
置
・
点
検
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
先　
消
防
本
部
予
防

課
☎
（
３
９
２
）
２
６
０
１

　
　
　
　
　
　

申
し
込
み
方
法

　
　
　
　
　
　
令
和
５
年
度
の
保　
　
　

　
　
　
　
　
育
園
お
よ
び
認
定
こ

　
　
　
　
　
ど
も
園
の
新
入
園
児

　
　
　
　
　
の
入
園
受
け
付
け
を

　
　
　
　
　
行
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
申
込
書
等
は
各
保

　
　
　
　
　
育
園
、
認
定
こ
ど
も

　
　
　
　
　
園
お
よ
び
子
育
て
・

　
　
　
　
　
健
幸
課
（
本
庁
舎
1

　
　
　
　
　
階
）
窓
口
で
配
布
し

　
　
　
　
　
て
い
ま
す
。
必
要
事

　
　
　
　
　
項
を
記
入
後
、
受
付

　
　
　
　
　
日
に
お
持
ち
く
だ
さ

　
　
　
　
　
い
。

　
　
　
　
　
　
詳
し
く
は
、
希
望

　
　
　
　
　
す
る
保
育
園
、
認
定

　
　
　
　
　
こ
ど
も
園
ま
た
は
子

　
　
　
　
　
育
て
・
健
幸
課
（
内

　
　
　
　
　
線
２
５
２
３
）
へ
お

　
　
　
　
　
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

※
一
次
募
集
で
定
員
に
満
た
な
い

園
の
み
二
次
募
集
を
行
い
ま
す
。

二
次
募
集
の
開
始
時
期
は
、
後
日

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

　

必
要
書
類

①
教
育
・
保
育
給
付
認
定
申
請
書

②
保
育
所
等
入
所
申
込
書
③
家
族

状
況
申
立
書
（
保
護
者
の
就
労
証

明
書
等
）
④
個
人
番
号
が
確
認
で

き
る
も
の
⑤
本
人
確
認
書
類
（
運

転
免
許
証
等
）

※
①
・
②
は
、
児
童
１
人
に
つ
き

１
枚
必
要
で
す
。
教
育
認
定
（
１

号
）
希
望
の
人
は
②
・
③
は
不
要

で
す
。

※
左
表
の
日
程
に
提
出
で
き
な
い

場
合
は
、
11
月
４
日
か
ら
12
月
２

日
ま
で
に
子
育
て
・
健
幸
課
へ
ご

提
出
く
だ
さ
い
。

����保育園・����保育園・
����認定こども園����認定こども園 新入園児を受付

　

火
気
の
取
り
扱
い
に

　

ご
注
意
く
だ
さ
い
！

火
災
予
防
ポ
ス
タ
ー

市
長
賞
に 

森も
り

瑛え
い
み未

さ
ん
と 

宇う

の野
会あ

い
さ咲

さ
ん

施設名 受付日 時間
足近保育園

☎ (391)2272 11 月 7 日 (月)

午
後
１
時
30
分
～
３
時

小熊保育園
☎ (391)5012 11月18日(金)

竹鼻保育園
☎ (392)2378 11月15日(火)

福寿保育園
☎ (391)5532 11 月 8 日 (火)

江吉良保育園
☎ (391)5645 11 月 9 日 (水)

堀津保育園
☎ (398)6103 11月16日(水)

中島保育園
☎ (398)6855 11月22日(火)

まさきこども園
☎ (391)4319 11月11日(金)

ひかり泉こども園
☎ (391)3852 11月10日(木)

くわばらこども園
☎ (398)8237 11月24日(木)

桜花こども園
☎ (391)4715 11月17日(木)
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宇
野
会
咲
さ
ん
の
作
品

森
瑛
未
さ
ん
の
作
品

  

自
治
功
労 

自
治
委
員　
味
岡
巖
、
小
森
博
昭

公
平
委
員
会
委
員　
松
永
清
茂

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員　
富
田

敬
久

  

社
会
福
祉
功
労

民
生
委
員
児
童
委
員　
淺
井
都
、
篠
田
紀

子
、
馬
場
光
一
、
不
破
祥
公
、
𠮷
川
美
知

子保
護
司　
安
藤
誠

自
立
支
援
認
定
審
査
会
委
員　

天
木
雄

吉
、
坂
井
田
伸
子
、
花
井
弘
和
、
𠮷
川
美

知
子

羽
島
市
・
羽
島
郡
二
町
介
護
認
定
審
査
会

委
員　
青
山
文
之
、
近
石
千
惠
美

  

保
健
衛
生
功
労

学
校
薬
剤
師　
小
川
徹

  

産
業
経
済
功
労

農
業
委
員
会
委
員　
岩
田
悟

  

教
育
功
労

特
別
支
援
教
育
連
携
協
議
会
委
員　
井
川

典
克
、
河
合
清
隆
、
黒
田
淳

社
会
教
育
委
員　
髙
砂
房
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

　

文
芸
祭
の
受
賞
作
品
が
決
ま
り
ま
し

た
。
一
般
の
部
９
３
７
点
、
小
・
中
学
生

の
部
１
７
５
４
点
の
作
品
か
ら
、
そ
れ
ぞ

れ
24
点
と
18
点
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　
受
賞
作
品
は
ぐ
る
っ
と
羽
島
（
は
し
ま

観
光
交
流
セ
ン
タ
ー
）
に
展
示
し
ま
す
。

  

展
示
期
間

短
歌
・
俳
句　
11
月
19
日
～
23
日

川
柳
・
現
代
詩　

11
月
25
日
～
29
日

時
間
は
い
ず
れ
も
午
前
９
時
～
午
後
５
時

　
小
・
中
学
生
の
部
の
受
賞
者
は
、
次
の

皆
さ
ん
で
す
。　
　

  

小
・
中
学
生
の
部

短
歌
▽
文
芸
祭
賞
＝
小
林
凱
或
（
中
央
中

２
）
▽
優
秀
賞
＝
野
田
沙
耶
（
足
近
小

２
）
春
日
梨
睦 

（
竹
鼻
小
４
）
▽
秀
作

賞
＝
野
田
大
護
（
足
近
小
６
）
藤
川
詩
野 

（
羽
島
中
２
）
小
池
結
万
（
中
央
中
２
）

俳
句
▽
文
芸
祭
賞
＝
浅
野
琥
太
郎
（
竹
鼻

中
３
）
▽
優
秀
賞
＝
金
森
陽
飛
（
正
木

小
３
）
生
駒
祐
人 

（
竹
鼻
小
２
）
▽
秀

作
賞
＝
植
村
拓
矢 

（
竹
鼻
小
２
）
金
見　

武
（
羽
島
中
３
）
橋
本
菜
那
子 

（
中
島

中
３
）

現
代
詩
▽
文
芸
祭
賞
＝
田
口
優
実
（
羽
島

中
１
）
▽
優
秀
賞
＝
川
路
恵
麻
（
足
近
小

２
）
矢
野
綾
那
（
竹
鼻
中
１
）
▽
秀
作
賞

＝
毛
利
光
（
福
寿
小
６
）
山
本
実
乃
（
中

島
中
１
）
安
藤
寧
音
（
中
島
中
１
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

問
い
合
わ
せ
先　
生
涯
学
習
課
（
内
線
６

１
３
２
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

短
歌　

小
林
凱
或

後
ろ
か
ら　
足
音
聞
こ
え　
猛
ダ
ッ
シ
ュ

ラ
ス
ト
一
周　
死
に
物
狂
い

俳
句　

浅
野
琥
太
郎

ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム　
戻
れ
ぬ
夏
の

に
お
い
す
る

現
代
詩　

田
口
優
実
「
傘
」

心
に
も

雨
が
降
る
こ
と
が
あ
る

そ
う
し
た
ら
傘
が
必
要
に
な
る

傘
を
使
う
人
が
い
る
け
ど
傘
を
持
っ
て
い

て
も

悲
し
さ
で
穴
が
空
い
て
し
ま
う
時
も
あ
る

穴
が
空
い
て
し
ま
う
と
そ
の
傘
を
使
え
な

く
な
っ
て
し
ま
う
時
が
あ
る
。

そ
ん
な
時
そ
の
心
を
ぬ
れ
な
い
よ
う
に
さ

し
て
あ
げ
れ
る
傘
の
よ
う
に
な
り
た
い
。

文
芸
祭

ぐ
る
っ
と
羽
島
で
入
賞
作
品
を
展
示

市政功労者表彰
市では、10月 2日に市政功労者
表彰式を開催しました。
当日は、地域の発展と市民福祉
の向上のため、長年にわたりご
貢献をいただいた 22人に表彰状
を贈呈しました。

小
・
中
学
生
の
部

文
芸
祭
賞
受
賞
作
品
を
紹
介
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「
も
し
か
し
て
？
」　

た
め
ら
わ
な
い
で
！

１
８
９
（
い
ち
は
や
く
）

　

11
月
は
児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間
で

す
。
児
童
虐
待
は
社
会
全
体
で
解
決
す
べ

き
問
題
で
す
。

　
虐
待
を
受
け
た
と
思
わ
れ
る
子
ど
も
を

見
つ
け
た
時
や
、
自
身
が
出
産
や
子
育
て

に
悩
ん
だ
時
は
、
子
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー

や
児
童
相
談
所
へ
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

相
談
先　

子
育
て
・
健
幸
課
子
ど
も
家
庭

セ
ン
タ
ー
（
内
線
２
５
２
４
）、
県
中
央

子
ど
も
相
談
セ
ン
タ
ー
☎
（
２
０
１
）
２

１
１
１
、
児
童
相
談
所
全
国
共
通
ダ
イ
ヤ

ル
（
24
時
間
対
応
）
☎
１
８
９

　
市
青
少
年
育
成
市
民
会
議
で
は
、
青
少

年
の
健
全
育
成
を
呼
び
掛
け
て
い
ま
す
。

　
家
庭
・
学
校
・
地
域
ぐ
る
み
で
子
ど
も

た
ち
を
見
守
り
支
え
ま
し
ょ
う
。

標
語
・
合
い
言
葉
の
募
集

　
「
家
庭
・
学
校
・
地
域
と
の
ふ
れ
あ
い
」

を
テ
ー
マ
と
し
た
標
語
・
合
い
言
葉
を
募

集
し
ま
す
。

※
入
賞
者
に
は
記
念
品
を
贈
呈

令
和
３
年
度
入
賞
作
品
（
一
部
）

●
あ
り
が
と
う 

そ
の
一
言
で 

あ
た
た
ま
る

●
密
を
さ
け 

離
れ
て
見
守
る 

地
域
の
目

応
募
方
法　
応
募
フ
ォ
ー

ム
、
郵
送
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、

メ
ー
ル
、
直
接
持
参
の
い

ず
れ
か
で
生
涯
学
習
課
へ

提
出

募
集
期
限　
11
月
30
日
㈬

問
い
合
わ
せ
先　
生
涯
学
習
課
（
内
線
６

１
３
３
）

　
国
税
庁
で
は
、
国
民
の
皆
さ
ん
に
租
税

の
意
義
や
役
割
、
税
務
行
政
に
対
す
る
知

識
と
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く
た
め
、
毎

年
11
月
11
日
か
ら
17
日
を
「
税
を
考
え
る

週
間
」
と
し
て
、
同
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

税
に
関
す
る
情
報
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

岐
阜
南
税
務
署
☎
（
２

７
１
）
７
１
１
１

　
「
特
別
徴
収
」
と
は
、
事
業
者
が
従
業

員
の
毎
月
の
給
与
か
ら
所
得
税
と
同
様
に

住
民
税
を
天
引
き
し
て
、
市
に
納
入
す
る

制
度
で
す
。

　
所
得
税
を
源
泉
徴
収
し
て
い
る
事
業
者

は
、
地
方
税
法
お
よ
び
県
と
市
町
村
の
条

例
に
よ
り
、
原
則
「
特
別
徴
収
義
務
者
」

と
し
て
従
業
員
の
住
民
税
を
特
別
徴
収
す

る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

特
別
徴
収
の
メ
リ
ッ
ト

○
従
業
員
が
金
融
機
関
な
ど
へ
納
税
に
出

向
く
必
要
が
な
く
な
り
ま
す
。

○
従
業
員
自
身
が
納
税
す
る
場
合
（
普
通

徴
収
）
の
納
期
限
は
年
４
回
で
す
が
、
特

別
徴
収
は
12
カ
月
に
分
割
し
、
毎
月
の
給

与
か
ら
天
引
き
さ
れ
る
の
で
、
従
業
員
の

１
回
当
た
り
の
負
担
が
軽
く
な
り
ま
す
。

○
所
得
税
の
よ
う
に
、
給
与
支
払
者
が
税

額
を
計
算
し
た
り
、
年
末
調
整
を
し
た
り

す
る
手
間
は
か
か
り
ま
せ
ん
。
毎
月
の
給

与
か
ら
天
引
き
し
て
納
入
し
て
い
た
だ
く

税
額
を
市
町
村
が
通
知
し
ま
す
。

　
特
別
徴
収
を
行
っ
て
い
な
い
事
業
者
に

対
し
て
市
町
村
は
、
個
人
住
民
税
特
別
徴

収
義
務
者
の
指
定
を
順
次
行
い
ま
す
。

　
特
別
徴
収
は
、
事
業
者
が
行
う
べ
き
法

律
上
の
義
務
と
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
制

度
を
ご
理
解
の
上
、
特
別
徴
収
へ
の
切
り

替
え
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　
税
務
課
市
民
税
係
（
内

線
２
２
３
７
）

　　
（
一
財
）
自
治
総
合

セ
ン
タ
ー
が
行
う
宝
く

じ
の
社
会
貢
献
広
報
事

業
の
助
成
を
受
け
て
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の

充
実
・
発
展
の
た
め
、

次
の
整
備
を
行
い
ま
し

た
。

光
法
寺
区
自
治
会　
エ
ア
コ
ン
等
の
整
備

足
近
町
ま
ち
づ
く
り
振
興
会　
エ
ア
コ
ン

等
の
整
備

問
い
合
わ
せ
先　
市
民
協
働
課
（
内
線
２

３
１
４
）

　
計
量
法
の
規
定
に
よ
り
、
取
引
・
証
明

に
使
用
す
る
「
は
か
り
」
の
定
期
検
査
が

行
わ
れ
ま
す
の
で
、
該
当
者
は
必
ず
受
検

し
て
く
だ
さ
い
。

　

こ
の
検
査
を
受
け
な
い
で
「
は
か
り
」

を
「
取
引・証
明
」
に
使
用
す
る
こ
と
は
、

計
量
法
違
反
行
為
と
な
り
ま
す
。
な
お
、

検
査
は
２
年
ご
と
に
１
回
で
す
。

　
検
査
の
際
は
、
付
属
品
を
含
む
は
か
り

と
手
数
料
（
岐
阜
県
収
入
証
紙
）
を
持
参

し
て
く
だ
さ
い
。

Ｊ
Ａ
ぎ
ふ
羽
島
東
支
店　

12
月
2
日
㈮
午

前
10
時
～
午
後
3
時
、
5
日
㈪
午
前
10
時

～
正
午

Ｊ
Ａ
ぎ
ふ
正
木
支
店　
12
月
6
日
㈫
・
7

日
㈬
午
前
10
時
～
午
後
3
時

問
い
合
わ
せ
先　
商
工
観
光
課
（
内
線
２

６
１
４
）、
岐
阜
県
計
量
検
定
所
☎
（
２

５
４
）
８
１
８
８

　
11
月
は
、
水
利
地
益
税
、
国
民
健
康
保

険
税
、
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の
納
付

月
で
す
。
納
付
期
限
は
、
11
月
30
日
㈬
で

す
。

　　
40
歳
以
上
の
国
民
健
康
保
険
加
入
者
と

後
期
高
齢
者
医
療
加
入
者
を
対
象
に
、
健

診
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
受
診
券
に
記
載

さ
れ
て
い
る
受
診
推
奨
期
限
内
に
受
診
で

き
な
か
っ
た
場
合
で
も
、
令
和
５
年
２
月

28
日
㈫
ま
で
は
受
診
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
の
で
、
必
ず
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

　
ま
だ
受
診
さ
れ
て
い
な
い
人
で
、
受
診

券
が
な
い
人
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
、
広
報
は
し
ま
５
月
号
を
ご

参
照
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　
保
険
年
金
課
医
療
保
険

係
（
内
線
２
２
６
２
）、
後
期
高
齢
者
医

療
係
（
内
線
２
２
６
７
）

　
国
民
年
金
保
険
料
は
、
所
得
税
・
市
県

民
税
の
申
告
に
お
い
て
全
額
が
社
会
保
険

料
控
除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。
対
象
と
な

る
の
は
１
月
１
日
か
ら
12
月
31
日
ま
で
に

納
付
し
た
保
険
料
で
す
。
配
偶
者
や
家
族

が
負
担
す
べ
き
保
険
料
を
申
告
者
本
人
が

支
払
っ
て
い
る
場
合
、
そ
の
保
険
料
も
合

わ
せ
て
控
除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

　
こ
の
社
会
保
険
料
控
除
を
受
け
る
に
は

納
付
し
た
こ
と
を
証
明
す
る
書
類
の
添
付

が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
令
和
４
年
１
月
１
日
か
ら
９
月
30
日
ま

で
に
保
険
料
を
納
付
し
た
人
に
「
社
会
保

険
料（
国
民
年
金
保
険
料
）控
除
証
明
書
」

が
10
月
下
旬
か
ら
11
月
上
旬
に
か
け
て
順

次
日
本
年
金
機
構
か
ら
送
付
さ
れ
ま
す
の

で
、
年
末
調
整
や
確
定
申
告
の
際
に
添
付

し
て
く
だ
さ
い
。　

　
10
月
１
日
か
ら
12
月
31
日
ま
で
に
今
年

初
め
て
国
民
年
金
保
険
料
を
納
付
し
た
人

に
は
、
令
和
５
年
２
月
上
旬
に
送
付
さ
れ

る
予
定
で
す
。

問
い
合
わ
せ
先　
保
険
年
金
課
国
民
年
金

係
（
内
線
２
２
６
４
）

麻
し
ん
・
風
し
ん

　
麻
し
ん
・
風
し
ん
は
感
染
力
が
強
い
た

め
、
家
族
や
周
囲
の
人
に
広
が
っ
て
し
ま

う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
対
象
者
は
、
期
間

内
に
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

対
象
者　
１
期
：
１
歳
以
上
２
歳
未
満
の

子
ど
も
、
２
期
：
年
長
児
に
相
当
す
る
年

齢
の
子
ど
も

接
種
方
法　

指
定
医
療
機
関
に
予
約
し
、

接
種

持
ち
物　
母
子
健
康
手
帳
、
保
険
証
、
予

診
票

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

　
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
流
行
す
る
季
節
を

迎
え
ま
す
。
特
に
、
高
齢
者
や
基
礎
疾
患

の
あ
る
人
、
妊
婦
、
乳
幼
児
は
予
防
接
種

を
受
け
る
こ
と
が
推
奨
さ
れ
ま
す
。
ご
希

望
の
場
合
は
、
接
種
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
感
染
症
予
防
の
た
め
、
じ
ゅ
う

ぶ
ん
な
睡
眠
と
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食
事
を

心
掛
け
、
手
洗
い
・
う
が
い
、
マ
ス
ク
の

着
用
を
徹
底
し
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
先　
子
育
て
・
健
幸
課
（
内

線
５
３
０
５
）

　
11
月
12
日
か
ら
25
日
は
女
性
に
対
す
る

暴
力
を
な
く
す
運
動
期
間
で
す
。
女
性
に

対
す
る
暴
力
に
つ
い
て
考
え
、
暴
力
の
な

い
社
会
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

　
配
偶
者
や
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
の
暴
力
や

ス
ト
ー
カ
ー
行
為
な
ど
は
、
女
性
の
人
権

を
著
し
く
侵
害
し
ま
す
。

　

一
人
で
悩
ま
ず
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　
子
育
て
・
健
幸
課
子
ど

も
家
庭
セ
ン
タ
ー
（
内
線
２
５
２
４
）、

県
女
性
相
談
セ
ン
タ
ー
相
談
専
用
電
話
☎

（
２
１
３
）
２
１
３
１
、
Ｄ
Ｖ
相
談
ナ
ビ

☎
＃
８
０
０
８

全
国
一
斉「
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」

強
化
週
間

　
人
権
擁
護
委
員
が
中
心
と
な
り
電
話
相

談
に
応
じ
ま
す
。
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す

の
で
、
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

期
間　
11
月
18
日
～
24
日

時
間　
午
前
８
時
30
分
～
午
後
７
時（
土・

日
・
祝
日
は
午
前
10
時
～
午
後
５
時
）

※
前
記
期
間
以
外
は
、
平
日
午
前
８
時
30

分
～
午
後
５
時
15
分

女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

☎
０
５
７
０
（
０
７
０
）
８
１
０

問
い
合
わ
せ
先　
岐
阜
地
方
法
務
局
人
権

擁
護
課
☎
（
２
４
５
）
３
１
８
１

　
コ
ロ
ナ
禍
の
不
安
定
な
社
会
状
況
に
乗

じ
て
、
親
族
や
公
的
機
関
の
職
員
に
な
り

す
ま
し
、
お
金
を
騙
し
取
ろ
う
と
す
る
特

殊
詐
欺
が
全
国
的
に
多
発
し
て
い
ま
す
。

　
詐
欺
で
奪
わ
れ
た
お
金
は
戻
っ
て
き
ま

せ
ん
。
詐
欺
防
止
電
話
や
留
守
番
電
話
を

利
用
し
た
対
応
を
お
勧
め
し
ま
す
。

　
ま
た
電
話
で
お
金
の
話
が
出
た
時
に
は

一
旦
切
っ
て
、
自
分
の
知
っ
て
い
る
相
手

の
番
号
に
確
認
の
電
話
を
し
て
く
だ
さ

い
。
連
絡
先
が
分
か
ら
な
い
場
合
や
不
安

に
思
っ
た
場
合
は
、「
１
８
８
」
ま
で
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　
市
民
総
合
相
談
室
（
内

線
2
５
３
３
）

11
月
の

税
・
料
の
お
支
払
い
は
、
安
心
便
利
な
口
座
振
替
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

お
し
ら
せ

11月 13日 (日 )・27日 (日 )午前 8時 30分～正午 (市民課・保険年金課・税務課・収納課 )今月の休日窓口業務
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特
定
健
診
、
す
こ
や
か
健
診

ま
だ
受
診
さ
れ
て
い
な
い
人
へ

税
・
料
の
納
付

10

特
殊
詐
欺
に
注
意

11
月
は
児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間

11
月
は
「
子
ど
も
・
若
者

育
成
支
援
推
進
強
調
月
間
」

税
を
考
え
る
週
間

住
民
税
納
付
は
特
別
徴
収
で

女
性
に
対
す
る
暴
力
を
な
く
す

運
動
期
間

国
民
年
金
保
険
料
の

社
会
保
険
料
控
除
証
明
書

ワ
ク
チ
ン
接
種
で

感
染
症
を
予
防
し
よ
う

宝
く
じ
助
成
金
で
整
備

は
か
り
の
定
期
検
査

応募フォーム



♨今月の羽島温泉の休館日　11 月 5 日 (土)・15 日 (火)・25 日 (金)
　
９
月
に
募
集
し
た
と
こ
ろ
、
定

員
に
満
た
な
か
っ
た
た
め
二
次
募

集
を
行
い
ま
す
。

●
資
格
＝
市
内
在
住
の
３
歳
児

（
平
成
31
年
４
月
２
日
～
令
和
２

年
４
月
１
日
生
ま
れ
）、
４
歳
児

（
平
成
30
年
４
月
２
日
～
31
年
４

月
１
日
生
ま
れ
）、
５
歳
児
（
平

成
29
年
４
月
２
日
～
30
年
４
月
１

日
生
ま
れ
）　
●
人
員
＝
３
歳
児
、

４
歳
児
、
５
歳
児
若
干
名　
●
申

込
期
間
＝
随
時　
●
申
し
込
み
・

問
い
合
わ
せ
は
、
西
部
幼
稚
園
☎

（
３
９
２
）
６
２
８
１
へ

　
令
和
５
年
４
月
か
ら
の
放
課
後

児
童
教
室
利
用
の
申
請
受
け
付
け

を
開
始
し
ま
す
。
夏
季
休
業
期
間

等
の
利
用
申
請
も
受
け
付
け
ま
す
。

●
受
付
期
間
＝
11
月
28
日
～
12
月

28
日　
●
申
請
方
法
＝
期
間
内
に

各
放
課
後
児
童
教
室
ま
た
は
子
育

て
・
健
幸
課
へ
申
請
書
類
を
提
出　

●
詳
し
く
は
、
子
育
て
・
健
幸
課

（
内
線
２
５
２
２
）
へ

①
新
し
い
時
代
の
学
校
構
想
検
討

委
員
会
委
員

②
幼
保
小
連
携
推
進
協
議
会
委
員

●
人
員
＝
①
２
人
、
②
１
人　
●

資
格
＝
市
内
に
１
年
以
上
居
住

し
、
平
日
昼
間
の
会
議
に
参
加
で

き
、
他
の
付
属
機
関
等
の
委
員
・

市
議
会
議
員
・
市
職
員
で
な
い
満

20
歳
以
上
の
人　
●
任
期
＝
委
嘱

日
～
令
和
７
年
３
月
31
日　
●
報

酬
＝
１
回
の
出
席
に
つ
き
６
０
０

０
円　
●
申
込
期
限
＝
11
月
11
日

㈮
ま
で　
●
詳
し
く
は
、
①
教
育

政
策
課
（
内
線
６
３
３
２
）
②
学

校
教
育
課
（
６
３
１
２
）
へ

　
令
和
5
年「
二
十
歳
の
つ
ど
い
」

お
よ
び
校
区
別
交
流
会
は
、
不
二

羽
島
文
化
セ
ン
タ
ー
で
午
前
の

部
・
午
後
の
部
に
分
け
て
開
催
し

ま
す
。
対
象
者
に
は
、
12
月
初
旬

ご
ろ
に
案
内
状
を
送
付
し
ま
す
。

●
期
日
＝
令
和
５
年
１
月
８
日
㈰

●
受
付
時
間
＝
竹
鼻
中
学
校
・
中

央
中
学
校・桑
原
学
園・市
外
中
学

校
等
の
卒
業
生
は
午
前
９
時
～
、

羽
島
中
学
校
・
中
島
中
学
校
の
卒

業
生
は
午
後
１
時
30
分
～
※
校
区

別
交
流
会
は
、
市
外
中
学
校
等
の

卒
業
生
で
も
希
望
す
る
校
区
の
交

流
会
に
参
加
可
能　
●
対
象
＝
市

内
に
住
民
登
録
が
あ
る
平
成
14
年

４
月
２
日
～
15
年
４
月
１
日
生
ま

れ
の
人
※
市
内
に
住
民
登
録
が
な

く
て
も
、
該
当
期
間
に
生
ま
れ
、

市
内
小
中
学
校
の
卒
業
生
等
で
参

加
を
希
望
す
る
人
は
、
11
月
中
旬

ま
で
に
申
し
込
み
フ
ォ
ー
ム
か
ら

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。　
●
詳

し
く
は
、
生
涯
学
習
課
（
内
線
６

１
３
５
）
へ

◇
開
館
＝
午
前
10
時
～
午
後
６
時

◇
休
館
日
＝
11
月
４
日
㈮
・
７
日

㈪
・
14
日
㈪
・
21
日
㈪
・
24
日
㈭
・

28
日
㈪
・
30
日
㈬
、
12
月
５
日
㈪

※
詳
し
く
は
、
図
書
館
☎
（
３
９

２
）
２
２
７
０
へ

幼
児
向
け
英
語
遊
び

●
日
時
＝
11
月
17
日
㈭
午
前
10
時

30
分
～
11
時
15
分　
●
場
所
＝
資

源
物
ス
ト
ッ
ク
ヤ
ー
ド　
●
定
員

＝
３
歳
ま
で
の
幼
児
と
そ
の
保
護

者
10
組　

●
参
加
料
＝
会
員
無

料
、
非
会
員
５
０
０
円　
※
申
し

込
み
多
数
の
場
合
は
会
員
優
先

●
詳
し
く
は
、
国
際
交
流
協
会
事

務
局
（
市
民
協
働
課
内
・
内
線
２

３
１
２
）
へ

　

市
内
３
つ
の
総
合
型
地
域
ス

ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
が
実
施
す
る
イ
ベ

ン
ト
で
す
。
校
区
に
限
ら
ず
、
ど

の
イ
ベ
ン
ト
に
も
参
加
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。①
②
③
の
開
催
日・

時
間
は
い
ず
れ
も
同
じ
で
す
。

●
開
催
日
＝
11
月
20
日
㈰　
●
時

間
＝
午
前
８
時
30
分
～
正
午　

①
は
し
ま
モ
ア
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

●
場
所
＝
羽
島
中
学
校　
●
活
動

＝
ボ
ッ
チ
ャ
、
ユ
ニ
カ
ー
ル
、
卓

球
、ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
、サ
ッ
カ
ー
、

グ
ラ
ウ
ン
ド・ゴ
ル
フ
、ス
ト
レ
ッ

チ
講
習

②
は
し
ま
な
ご
み
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ

ブ●
場
所
＝
竹
鼻
中
学
校　
●
活
動

＝
ボ
ッ
チ
ャ
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ

ル
フ
、
50
ｍ
測
定

③
は
し
ま
南
部
ス
ポ
ー
ツ
村

●
場
所
＝
桑
原
学
園　
●
活
動
＝

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
、
ボ
ッ

チ
ャ
、
フ
ラ
イ
ン
グ
デ
ィ
ス
ク
、

デ
ィ
ス
ク
ド
ラ
ゴ
ン

※
詳
し
く
は
、
ス
ポ
ー
ツ
推
進
課

（
内
線
６
１
３
8
）
へ

企
画
展
「
木
曽
・
長
良　

渡
し
か

ら
長
大
橋
へ
展
」

●
期
間
＝
12
月
18
日
㈰
ま
で

映
画
の
集
い
「
上
を
向
い
て
歩
こ

う
」

●
期
日
＝
11
月
12
日
㈯　
●
時
間

＝
午
前
10
時
～
、
午
後
2
時
～

マ
イ
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
「
糸
か
け

展
」
糸
か
け
工
房　

ぷ
ら
す
あ
ー

と　

糸
か
け
師　

翠
泉
さ
ん

●
期
間
＝
11
月
６
日
㈰
ま
で

マ
イ
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
「
絵
画
展
」　

青
木
清
さ
ん
（
桑
原
町
）

●
期
間
＝
11
月
12
日
～
12
月
18
日　

◇
入
館
料
＝
高
校
生
以
上
３
０
０

円
、
中
学
生
以
下
無
料　
※
マ
イ

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
参
観
は
無
料　

◇
開
館
＝
午
前
９
時
～
午
後
５
時

◇
休
館
日
＝
11
月
４
日
㈮
・
７
日

㈪
・
14
日
㈪
・
21
日
㈪
・
24
日
㈭
・

28
日
㈪
、
12
月
５
日
㈪

※
詳
し
く
は
、
同
資
料
館
☎
（
３

９
１
）
２
２
３
４
へ

 

令
和
５
年
度
西
部
幼
稚
園
園
児

 

放
課
後
児
童
教
室
の
利
用
者

 

公
募
委
員

 

二
十
歳
の
つ
ど
い

 
図
書
館

 

国
際
交
流
協
会
の
催
し

 

歴
史
民
俗
資
料
館
・
映
画
資
料
館

  月の

ガイド

募

集

催

し

11
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「二十歳のつどい」
市外在住者

申し込みフォーム

予約・問い合わせ
ハローワーク岐阜
☎（249）2755

マザーズおしごと
相談会

 

フ
ァ
ミ
リ
ー
ス
ポ
ー
ツ
広
場

陸上自衛隊高等工科学校　受験者募集
受験資格　中卒者（見込み含む）で 17 歳未満の男子
受付期間　推薦　10月 1日～ 12月 2日
　　　　　一般　10 月 1 日～令和 5 年 1 月 6 日

陸上自衛隊高等工科学校制度説明会（要申し込み）
日時　① 11 月 19日�② 11月 20日　①②とも午後 1時 30分～
場所　①航空自衛隊岐阜基地（各務原市那加官有地）
　　　②岐阜募集案内所（岐阜市神田町 9-4KJ ビル 2 階）
問い合わせ先　自衛隊岐阜地方協力本部☎（383）5118

新
型
コ
ロ
ナ

市民の声を募集　資料の配布：市ホームページ、担当課、各コミュニティセンター

①第二次羽島市人権施策推進指針（案）
意見募集期間　11 月 17 日～ 12 月 16 日
パブリックコメント応募・問い合わせ先　
〒 501-6292�羽島市竹鼻町 55
羽島市役所市民協働部生涯学習課
☎（392）1111（内線 6135）　FAX（394）0025
✉ gakushu@city.hashima.lg.jp

②第2期羽島市学校施設の長寿命化計画（案）
意見募集期間　11 月 21 日～ 12 月 20 日
パブリックコメント応募・問い合わせ先　
〒 501-6292�羽島市竹鼻町 55
羽島市教育委員会事務局教育政策課
☎（392）1111（内線 6422）　FAX（391）0906
✉ kyoiku@city.hashima.lg.jp

福祉のお仕事フェア in 岐阜地域Ⅱ
岐阜圏域の高齢・障がい・児童分野の事業者
が参加する合同面談会です。
日時　11 月 27 日（日）午後 1 時～ 4 時
会場　ぎふメディアコスモス
　　　（岐阜市司町 40 番地 5）
申し込み・問い合わせ先
　県福祉人材総合支援センター
　☎（276）2510 事業所紹介サイト

40 歳未満

初回接種
（1・2回目）
接種済み

3回目
接種済み

3回目未接種

※ 4回目
接種対象者
である

※ 4回目
接種対象者
でない

4回目
接種済み

40歳以上

4回目未接種

予約割付済

要予約

要予約

予約割付済

要予約

要予約

40 歳以上

40歳未満

対応フロー図 ▶▶▶

　オミクロン株対応ワクチン　接種スタート
接種の対象者
　オミクロン株対応のワクチンを接
種できるのは、新型コロナワクチン
の初回（1回目・2回目）接種を完
了した 12 歳以上の人です。10 月
14 日時点で、最終の接種から 5カ
月以上経過する必要がありますが、
接種間隔の短縮が検討されていま
す。詳しくはお問い合わせください。

接種予約 二次元コード（予約サイト）かコールセンターで
　オミクロン株対応のワクチン接種は、市が予約割付をする人、自分で
予約をする必要がある人に分かれます。対応フロー図（前回のワクチン
を市内で接種した人）で確認・予約をしてください。図中の「4回目接
種対象者」には、60歳以上の人や基礎疾患をお持ちの人等が該当します。
　なお、4回目接種の対象外で 3回目接種まで済んだ人、4回目接種ま
で済んだ人には接種券を発送済みです。3・4回目接種をしていない人は、
お手元の接種券でオミクロン株対応ワクチンを接種できます。
予約・問い合わせ先　コールセンター☎ 0120（567）623
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　秋の祭り「未来タウン北方ふれあいまつり」を開催します。
　多くの人でにぎわう会場内には、町の産業が集結し、新鮮な野
菜や特産品など各種バザーのテントが立ち並ぶほか、ステージイ
ベントや餅まきが行われます。北方町と友好交流協定を結んでい
る高知県宿毛市の特産品もお店に並ぶ予定です。
日時　11月 13日（日）午前 9時 15分～午後 4時
場所　北方町防災公園
問い合わせ先　北方町役場政策財政課☎（322）9936

日時　1 月 26日 (木)��開演�午後6時30分
入場料 　1 階席 4,500 円、2 階席 4,000 円
　　　　（当日同額・税込・未就学児入場不可）
チケット発売日
　電話予約　11月 19日（土）午前 9時～
　来館販売　11月 20日（日）午前 9時～
※友の会会員は各 1週間前から予約販売開始します。
※会員発売で完売した場合、一般発売はありません。
※一般発売の購入は1人4枚までとさせていただきます。

information+

●祝日は、全ての相談を休みます。
●相談は無料で、秘密は厳守します。
●予約については、事前にお問い合わせください。
●場合により中止になることがあります。

相談ダイアリー 不二羽島文化センター

問い合わせ先　不二羽島文化センター☎ (393)2231
ホームページアドレス　https://hashima-culture.jp/

問い合わせ先　市民総合相談室（内線2532）

岐阜連携都市圏を知ろう！

反田恭平＆務川慧悟　2 台ピアノ ツアー 2023

2022.11　広報はしま

休館日　11月 1日（火）・8日（火）・15日（火）・22日（火）・29日（火）

種別 相談日 時間

行政相談 12月1日 13：00~15：00

法律相談
（予約制） 11月9日・25日 13：00~15：00

交通事故相談 毎週火曜日 10：00~16：00

年金・社会保険
労働相談（予約制）

11月7日、
12月5日 13：00~16：00

心配ごと相談
（予約制）

11月18日、
12月2日 13：00~16：00

人権相談 11月10日 13：00~15：00

就業促進相談 毎週月・木曜日 13：00~15：00

登記・相続相談
（予約制） 12月7日 13：00~16：00

不動産相談
（予約制） 11月16日 13：00~16：00

多重債務相談
（予約制） 11月15日 13：00~16：00

消費生活相談 毎週月～金曜日 9：00~12：00
13：00~16：00

おみサポ・ぎふ
登録受付 毎週月～金曜日 10：00~16：00

羽島中央公園が
新しくコッペ亭公園に

　羽島中央公園のネーミングライツパートナー
が株式会社保安企画に決定し、公園愛称は「コッ
ペ亭公園」となりました。
ネーミングライツ事業とは
　公共施設の安定した維持管理や市民サービス
の向上を目的に、民間事業者は施設に愛称を付
け、その対価として命名権料を支払います。

命名期間　11月 1日～令和 9年 10月 31日
問い合わせ先　都市計画課（内線 2143）

ネーミングライツ

14

未来タウン北方ふれあいまつり　未来タウン北方ふれあいまつり　

今回は今回は北方町北方町をを紹介紹介　　

©Yuji Ueno

は
し
ま

愛愛

市
長
の
コ
ラ
ム

　
9
月
に
発
表
さ
れ
た
人
口
動
態
統
計
に
よ

る
と
、
我
が
国
の
２
０
２
１
年
出
生
数
は
81

万
１
６
２
２
人
で
し
た
。
こ
の
出
生
数
は
、

同
統
計
調
査
が
始
ま
っ
た
１
８
９
９
年
以

降
、
最
少
の
記
録
と
な
り
ま
し
た
。
15
歳
か

ら
49
歳
ま
で
の
女
性
の
年
齢
別
出
生
率
を
合

計
し
た
「
合
計
特
殊
出
生
率
」
は
1
・
30
と

な
り
、
２
０
１
５
年
以
降
、
低
下
が
続
い
て

い
ま
す
。

　
出
生
数
が
下
が
る
要
因
は
、
若
い
世
代
に

子
ど
も
を
持
ち
た
い
と
い
う
意
欲
が
減
退
し

て
い
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
前
述
の

合
計
特
殊
出
生
率
が
1
・
5
未
満
に
な
る
と

「
超
少
子
化
」
と
さ
れ
ま
す
。
1
・
3
未
満

は
、
さ
ら
に
深
刻
な
区
分
に
位
置
づ
け
ら
れ

ま
す
。

　
我
が
国
の
合
計
特
殊
出
生
率
は
、
終
戦
直

後
は
４
を
超
え
て
い
ま
し
た
。
１
９
４
７
年

か
ら
49
年
生
ま
れ
の
「
団
塊
世
代
」
が
20
代

後
半
に
な
っ
た
１
９
７
５
年
に
２
を
割
り
込

み
、
以
降
出
生
率
は
低
下
が
続
き
ま
し
た
。

95
年
に
は
1
・
5
を
下
回
り
、
２
０
０
５
年

に
は
過
去
最
低
の
1
・
26
を
記
録
。
近
年
は

1
・
3
台
で
推
移
し
て
い
ま
す
。

　
人
口
を
維
持
す
る
に
は
、
2
・
06
か
ら
07

の
合
計
特
殊
出
生
率
が
必
要
だ
と
さ
れ
て
い

ま
す
。
私
が
以
前
か
ら
、
人
口
問
題
に
関
す

る
お
話
を
す
る
際
に
は
、
2
・
1
前
後
の
出

生
率
が
必
要
だ
と
申
し
上
げ
て
き
た
の
は
、

こ
の
人
口
推
計
論
に
基
づ
く
も
の
で
す
。
国

が
数
年
前
に
提
唱
し
て
き
た
1
・
8
の
合
計

特
殊
出
生
率
で
は
、
そ
の
時
点
か
ら
人
口
維

持
は
困
難
だ
っ
た
の
で
す
。

　
先
進
国
を
中
心
に
、
世
界
で
も
人
口
は
減

少
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
韓
国
で
は
、
２
０
２

１
年
の
合
計
特
殊
出
生
率
が
0・81
と
な
り
、

世
界
最
低
を
記
録
し
ま
し
た
。
手
厚
い
出
産

推
奨
を
行
っ
て
も
、
出
生
数
の
低
下
に
歯
止

め
が
か
か
ら
な
い
状
況
に
陥
っ
て
い
ま
す
。

20
歳
か
ら
39
歳
の
女
性
人
口
を
、
65
歳
以
上

の
人
口
で
割
っ
た
数
値
が
０
・
５
を
下
回
る

「
消
滅
危
険
地
域
」
は
、
韓
国
の
２
２
８
の

市
郡
区
数
の
半
数
近
く
に
上
っ
て
い
ま
す
。

　
我
が
国
や
韓
国
、
一
人
っ
子
政
策
を
転
換

し
た
中
国
の
よ
う
に
、
出
生
率
が
低
下
す
る

ア
ジ
ア
諸
国
に
は
、
共
通
点
が
あ
り
ま
す
。

家
族
の
あ
り
方
や
職
業
に
対
す
る
考
え
方
等

で
、
保
守
的
な
社
会
通
念
が
根
強
く
残
っ
て

い
る
の
で
す
。
さ
ら
に
結
婚
や
出
産
に
対
す

る
価
値
観
や
、
子
育
て
費
用
の
増
加
等
が
、

出
生
率
の
低
下
を
加
速
さ
せ
て
い
る
と
考
え

ら
れ
ま
す
。

　
そ
の
一
方
、人
口
膨
張
が
続
く
イ
ン
ド
は
、

一
部
の
州
で
の
「
二
人
っ
子
」
法
案
の
導
入

や
、
子
ど
も
が
二
人
以
下
の
世
帯
に
対
す
る

優
遇
策
が
検
討
さ
れ
て
い
ま
す
。
国
連
は
イ

ン
ド
の
人
口
が
２
０
２
３
年
に
は
中
国
を
抜

い
て
世
界
最
多
に
な
る
と
の
予
測
を
公
表
し

て
い
ま
す
。
人
口
増
加
に
見
合
う
食
料
確
保

や
雇
用
機
会
の
創
出
等
、
早
急
の
整
備
が
行

き
届
か
な
い
イ
ン
ド
に
と
っ
て
は
、
人
口
増

加
は
深
刻
な
危
機
と
な
る
の
で
す
。
イ
ン
ド

の
人
口
は
、
２
０
５
０
年
に
は
17
億
人
近
く

に
な
る
と
も
予
測
さ
れ
、
世
界
規
模
で
の
整

序
あ
る
均
衡
社
会
の
創
出
が
急
務
と
な
っ
て

い
ま
す
。

第
98
回

羽
島
市
長　
松
井　

聡

「
進
む
少
子
化
と
世
界
の
人
口
」



期日 医療機関 (医科・歯科 )

11月 3日
(木 )

丹菊整形外科（小熊町）
☎（391）1411

南谷歯科医院（小熊町）
☎（392）8848

11 月 6日
(日)

ながき内科クリニック（舟橋町）
☎（393）0077

𠮷田歯科医院（舟橋町）
☎（260）7000

11月 13日
(日)

ばん皮膚科（正木町）
☎（391）0056

みのる歯科（福寿町）
☎（391）1082

11 月 20日
(日)

長良川クリニック（竹鼻町）
☎（392）2525

わたなべ歯科クリニック（竹鼻町）
☎（393）1184

11 月 23日
(水 )

村上診療所（竹鼻町）
☎（216）7722

浅野歯科（竹鼻町）
☎（392）9222

11 月 27日
(日)

不破医院（正木町）
☎（391）2238

糸井川歯科医院（竹鼻町）
☎（391）5819

12月 4日
(日)

山田医院（上中町）
☎（392）2313

入山歯科医院（上中町）
☎（392）8214

結ゆ

あ愛
ち
ゃ
ん

父：藤野　輝さん　母：亜美さん　〔堀津町〕　

（
０
歳
10
カ
月
）

応募はコチラ 父：味岡祐弥さん　母：美咲さん　〔正木町〕

11 月 保健コーナー 休日急病診療場所・問い合わせ先
保健センター（内線5305・5306）

診療時間
午前9時～午後2時

行事名【対象者】 期日等 時間

乳幼児相談
【乳幼児】 11月10日(木)・22日(火) 9：00～ 11：30（受付）

離乳食教室（初中期）
【5カ月前後の児】 11月 16日 (水) 9：45～ 10：00

（受付）

はみがき教室と
フッ化物塗布

【2年 5月・11月生まれ】
11月 17日(木) 9：50～ 11：05

（受付）

健康相談 随時 8：30～ 17：15

精神保健（こころ）の相談 11月 29日(火) 13：30～ 15：30

胃・肺・大腸がん検診
【40歳以上】

11月 8日（火）
場所：資源物ストックヤード

8：55～ 11：20
( 受付 )

乳がん検診
【30歳以上の女性】

11月 15日（火）
午前の部�9：10～11：20
午後の部�13：10～15：20

( 受付 )大腸がん検診
【40歳以上の女性】

胃がん検診
（医療機関委託）
【50歳以上】

令和 5年 2月 28日(火)
まで

実施医療機関の診療
時間内です。

実施医療機関はホー
ムページで確認また
は保健センターへお
問い合わせください。

大腸がん検診
（医療機関委託）
【40歳以上】

子宮頸がん・体がん検診
（医療機関委託）
【20歳以上の女性】

※会場は特に指定がない限り、市保健センターです。
※事前予約制です。お電話でお申し込みください。
※市内に住民票がある人が対象です。
※子どもの健康診査は個別に郵送する案内文書でご確認ください。
※�各がん検診は年度で1回受診できます。生活保護世帯の人は無料のため、
検診を受ける前に保健センターに連絡してください。

※往診はありません。
※必ず保険証を持参し、電話連絡の上、受診
　してください。

母子健康手帳の交付 妊娠が明らかになった人は、早めに母子健康手帳の交付を受けましょう。予約制となりますので必ず事前に
ご連絡ください。（所要時間 40分）　交付場所・予約先　保健センター（内線 5305・5306）

■人口�67,183 人（＋ 81）・男 33,092 人・女 34,091 人
■世帯数�27,617 世帯（＋ 577）�令和 4年 10月 1日現在
※（　）は前年同月との比較

羽島市の最新情報
SNSでチェック！ F

フ ェ イ ス ブ ッ ク
acebook T

ツ イ ッ タ ー
witter I

イ ン ス タ グ ラ ム
nstagram

発行／羽島市役所　編集／市長室秘書広報課　〒 501-6292　羽島市竹鼻町 55☎（392）1111

（
５
歳
２
カ
月
）

佑ゆ

な奈
ち
ゃ
ん
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杜と

わ和
く
ん

（
０
歳
４
カ
月
）


